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来場者アンケート概要

調査対象
地球市民村来場者

調査方法
質問紙を用いた、村内での対面式調査

＊家族連れの来村が多い。

＊30～40代の女性は圧倒的に子供連れの母親。子供の「楽習」の場としての効果

＊また、リピーターの中には、「今日は一人で来ている」という方もおり、市民村を目的で来ている方も少なくない。

来場者の基礎データ

男女比

139 71

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

年齢層

129 22 63 33 24 30 8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答

A.来場者の評価

調査日時
８月２３日（火）、２６日（金）、２７日（土）

有効回答数
２１０名

備考
同調査は９月にも引き続き実施予定

一緒に来場した人

37 153 20 3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人

家族

友人

他

26 50 77

0% 20% 40% 60% 80% 100%

うち親と

うち子供と

その他



P. 3

A.来場者の評価

●来場者数集計
◆開幕当初は、日に２～4,000人（全体の２～５％）。今や15,000人～

25,000人（ほぼ10％）へと増加。選ばれて訪れる場所に成長した。

◆地球市民村来場者数（9月13日累計）

1,832,939人
全体入場者数累計 19,386,018人の9.45％

●来場者アンケート
＜ これらを支えたリピーター達 ＞

①来場回数

市民村
来村

１～５回 155
６～１０回 34
１１～１５回 8
１６～２０回 6
２１～２５回 2
２６～３０回 3
無回答 2

市民村
来村

１回 70
２回 32
３回 20
４回 13
５回 20
６回 10
７回 5
８回 1
９回 18

１０回 8

②来場者のお住まい

愛知 153 千葉 2
岐阜 10 富山 2
静岡 9 福岡 2
東京 7 青森 1
滋賀 5 愛媛 1
三重 4 岡山 1
神奈川 3 長野 1
兵庫 3 新潟 1
大阪 2 和歌山 1

無回答 2

１、愛知県を中心に、
地元の来場者が多い

２、何度も繰り返し、
来場されるリピーター
が多い。
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（１）来場理由（１）来場理由

地球市民村来場者向けアンケート調査結果地球市民村来場者向けアンケート調査結果

会場内メディ

ア（WEEKLY

EXPOなど）

で知った,

3 .8%

ガイドブック

で知った,

11 .4%

知人・友人に

すすめられ

て, 10 .5%

校外学習や

団体参加で,

1 .0%

マスコミで

知った,

10 .5%

愛・地球博に

来てたまた

ま, 30 .5%

以前にも来た

事があって、

関心を持って

いた, 42 .4%

その他, 6 .2%

NPOやNGO

を通じて知っ

た, 2 .9 %
もともと関心

があった,

25 .2%

3割の人々に普段接する機会のないNPO/NGOへの偶然の出会いを提供し、
多くの人がリピーターとなった。

毎月団体が変わることもあり、目的をもって来場されるリピーターが多い。
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（（２２））満足度、評価満足度、評価

地球市民村来場者向けアンケート調査結果地球市民村来場者向けアンケート調査結果

59.4%

5.9%

26.7%

0.0% 7.9%
感動！感動！

満足満足

普通普通

もう一歩もう一歩 つまらないつまらない

展示内容が分かりにくかった 25.0%
体験に参加出来なかった 25.0%
スタッフの説明がなかった 16.7%
催し物がつまらなかった 16.7%
スタッフの説明が分かりにくかった 8.3%
その他

環境や社会の現状について、勉強になった 72.1%
海外の人と交流できた 11.8%
NPOやNGOの活動をしている人と会話できた 33.8%
子どもが遊べた 24.3%
食事がおいしかった 16.2%
体験プログラムが楽しかった 32.4%
ゆっくりとくつろげる居心地のいい空間だった 　 37.5%
スタンプラリー 36.8%
パンフレットが分かりやすかった 6.6%
手作り感が良かった 27.9%
竹や木をふんだんに使った建築や、庭や茶畑の
あるセッティングが良かった

42.6%

その他 5.1%

「感動！」、「満足」の理由「感動！」、「満足」の理由

「もう一歩」の理由「もう一歩」の理由

＊「学び」×「癒し」の場としての評価が、総合評価を高めている。

「学び」の場「学び」の場

「癒し」の場「癒し」の場

約7割の人が「満足」以上。その理由は「学び」や「体験」や「いやし」
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（（３３）地球市民村の学び）地球市民村の学び

地球市民村来場者向けアンケート調査結果地球市民村来場者向けアンケート調査結果

私たちの社会や暮らし方が、自然に負担をかけてしまっていることを知った 126
世界には自分たちと全く異なる境遇で生活している人がいることを知った 106
企業の、環境や国際協力に関する取り組みを学んだ 51
自分と同じような一般の市民がいきいきと活動していて、びっくりした 58
ゆったりとした時間を過ごし、コミュニケーションする大切さを実感した 75
もう少し具体的に、自分たちができる活動を教えてほしかった 32
特別、新しいことは何も学ばなかったし、感じなかった 2

地球市民村に来て、学んだこと、感じたこと地球市民村に来て、学んだこと、感じたこと

＊来場者は市民村を「学び」の場として捉えている。＊来場者は市民村を「学び」の場として捉えている。

①現場の生の声を聞き、現代社会の実情を知る①現場の生の声を聞き、現代社会の実情を知る

②②NPO/NGONPO/NGOで活動する人々と直に接したことで、その存在と意義を学ぶで活動する人々と直に接したことで、その存在と意義を学ぶ

③出展者が丁寧に「対話」による説明を心掛けていることで、コミュニケーションが生まれてい③出展者が丁寧に「対話」による説明を心掛けていることで、コミュニケーションが生まれてい
るる

＊また、学びからさらに「実践」を考える方もいる。「学び」から「気づき」、行動変容を導きだした＊また、学びからさらに「実践」を考える方もいる。「学び」から「気づき」、行動変容を導きだした
ことに意味がある。ことに意味がある。

コミュニケーション
の大切さを実感

環境負荷を自覚

世界の
現状を
知る

「学び」の内容はかなり具体的。市民村で多くのことを「初めて」知ってもらえた。
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以前から

知っている

市民村で

学んだ

以前から

知っている

市民村で

学んだ

NPO 121 22 NGO 102 21

難民 119 12 マクロビオティック※１ 22 47

グリーンマップ　 47 68 ホワイトバンド 24 58

生物多様性 37 39 CSR※２ 6 57

里山 85 21 LOHAS※３ 9 56

リサイクル 138 11 地球温暖化 130 9

自然エネルギー 95 20 循環型社会 69 31

ﾌｪｱトレード 16 52 ワークショップ 85 29

環境教育 66 25 サステイナビリティ
（持続可能性）

14 56

地球市民村に関するキーワード地球市民村に関するキーワード

※※１１ 自然と調和した人間本来の生き方。自然な食事をすることに重点を置く。自然と調和した人間本来の生き方。自然な食事をすることに重点を置く。

※※２２ Corporate Social Responsibility Corporate Social Responsibility の略。企業の社会的責任と訳される。の略。企業の社会的責任と訳される。

※※３３ Lifestyles of Health and Sustainability Lifestyles of Health and Sustainability の略。の略。「健康と「健康と持続可能性持続可能性」意識の高いライフスタイル」意識の高いライフスタイル を指す。を指す。

ＮＰＯ、リサイクル、地球温暖化など、既にメディアでの露出の多い言葉はすでに知っている方もＮＰＯ、リサイクル、地球温暖化など、既にメディアでの露出の多い言葉はすでに知っている方も
多いが、市民村で新たに「知った」「学んだ」言葉も多い。市民が学びを得ていることが分かる。多いが、市民村で新たに「知った」「学んだ」言葉も多い。市民が学びを得ていることが分かる。

地球市民村来場者向けアンケート調査結果地球市民村来場者向けアンケート調査結果
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（（４４）実践）実践

地球市民村来場者向けアンケート調査結果地球市民村来場者向けアンケート調査結果

これからご自分の生活で心がけようと思ったことはありますか？これからご自分の生活で心がけようと思ったことはありますか？

1.9%

60.4%

37.7%

はい

今は出来ない
が、いつかや
ろうと思う

いいえ

35.4%

21.2%

20.2%

13.1%

10.1%
毎日の仕事や生活
の中に取り入れる

本を読んだりして、
もっと勉強したい

家族や友達に今日
の出来事を話す

ボランティアに参加
したい

NPOやNGOの活動
に参加してみたい　　

42 22 4 15

0% 20% 40% 60% 80% 100%

うち、「とても関心があるが、忙しくてうち、「とても関心があるが、忙しくて
参加できない」と答えた人が多い。参加できない」と答えた人が多い。理由理由

仕事仕事 子育て子育て 介護介護 その他その他

その他、その他、

＊高齢、体調不良＊高齢、体調不良 ＊方法が分からない＊方法が分からない ＊何をしたいか分からない＊何をしたいか分からない

具体的に、具体的に、

＊日本語教育＊日本語教育

＊ちょっと環境にやさしい生活をしてみようと＊ちょっと環境にやさしい生活をしてみようと
思う思う

＊地域に対してローインパクトなこと＊地域に対してローインパクトなこと

＊食べ物のこと＊食べ物のこと

＊自然保護＊自然保護

＊交通安全指導＊交通安全指導

＊グリーンマップ＊グリーンマップ などなど

学んだことを、自ら身近な生活の場で「実践」するきっかけ作りの場として機能
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（（５５）ＮＰＯ／ＮＧＯについて）ＮＰＯ／ＮＧＯについて

地球市民村来場者向けアンケート調査結果地球市民村来場者向けアンケート調査結果

今まで今までNPONPOややNGONGOについてについて

11.1%

57.1%

28.8%

3.0% 聞いた事がなかった

言葉は聞いた事があり、
なんとなく知っていた

言葉を聞いた事があり、
活動も良く知っていた

すでにNPOやNGOでの活
動や、ボランティア活動を
している

市民村で市民村でNPONPOややNGONGOについて理解が深まりましたか？について理解が深まりましたか？

未だ未だNPO/NGONPO/NGOに対する認識に対する認識

はそれほど高くはないことが伺はそれほど高くはないことが伺
える。える。

市民村を通して、確実に市民村を通して、確実に
NPO/NGONPO/NGOの見方が変化していの見方が変化してい
る。る。NPO/NGONPO/NGOという言葉を聞という言葉を聞

いたことがある段階から、市民村いたことがある段階から、市民村
を通じ、具体的にを通じ、具体的に何をする団体な何をする団体な
のかを理解した段階のかを理解した段階へと発展してへと発展して
いる。いる。

35 .5%

53 .8%

10 .8%
理解が深まった

なんとなく理解でき
た

どんな活動をしてい
るか、まだ良く分か
らない

「実践の場」としてのNPO/NGOについても理解を深め自ら参加する動機付けに
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今後、機会があれば今後、機会があればNPONPO／／NGONGOの活動にの活動に

参加したいと思いますか？参加したいと思いますか？

44.7%

37.8%

5.3% 12.2%

積極的に参加したい

誘われれば参加してもいい

あまり考えていない

これまでNPOなどの活動に参加する方法
が分からなかったので、情報が欲しい

＊＊NPO/NGONPO/NGOについての理解が深まり、１割強についての理解が深まり、１割強

の方がすでに活動しているか、これから積極的にの方がすでに活動しているか、これから積極的に
関与していこうと考え、５割弱の方が自分だけでは関与していこうと考え、５割弱の方が自分だけでは
参加に躊躇するも、誰かに誘われれば参加してみ参加に躊躇するも、誰かに誘われれば参加してみ
たいと考えている。たいと考えている。

＊また、参加方法が分からない方も多く、市民村か＊また、参加方法が分からない方も多く、市民村か
らさらに参加の方法などの情報を得たい、と考えてらさらに参加の方法などの情報を得たい、と考えて
いる。いる。

＊積極的に＊積極的にNPO/NGONPO/NGOの活動に参加を希望はしの活動に参加を希望はし

ないが、市民として何か出来ることをしたい、と考えないが、市民として何か出来ることをしたい、と考え
る方が多い。市民村のメッセージ「自分に出来るこる方が多い。市民村のメッセージ「自分に出来るこ
とは何だろう」という問いかけは、多くの来場者に伝とは何だろう」という問いかけは、多くの来場者に伝
わっている。わっている。
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（６）万博における意味（６）万博における意味

地球市民村来場者向けアンケート調査結果地球市民村来場者向けアンケート調査結果

ほとんどの来場者が万博において、今後ともNPO／NGOによる出展の
継続を望んでいる。

86 .5%

1 .5%

12 .0%

そう思う どちらでも良い そう思わない

Q.地球市民村は、154年の万博の歴史で初めてNPOやNGOが正式に参加するパビリオンで
す。これからも万博の中で、市民･NPO/NGO参加を継続したほうがよいと思いますか？
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（７）－１（７）－１ 万博における市民参加の必要性の理由万博における市民参加の必要性の理由
（自由記述）（自由記述）

地球市民村来場者向けアンケート調査結果地球市民村来場者向けアンケート調査結果

＜市民参加の必要性＞

答えが出せるような「愛・地球博」ではなかった。しかし、地球市民村は異色の存在であった。
もっと興味と関心をもつべきだと痛感した。その意味で、地球市民村に来たことはよかったことだっ
た。市民と離れて世界はないと思う。市民参加こそ意義がある。

＜NPO/NGOの活動を社会に知らせる＞

市民が利益目的でなく活動する場をＰＲする必要性を感じているから。

NPOやNGOの活動をしている人とのふれあいが普段からあまりない人にとって知る機会でも
あるし、活動者にとっても発表の場で見直すことが出来るから。

＜子供の学び、国際化の場＞

とても有意義なことであり、子供たちにもとてもわかりやすいから。

いろいろな国のことやいろいろな国の人のことがわかって、世界への興味がわいたから。

＜多様性ある社会作り＞

小さな政府になると、大きな企業が社会的な力を持ち、経済優先の社会になってしまうので、地
域や一般の人々が生活をより良くするためにNPOなどの存在をもっとアピールしたい。

政府や企業は各々の“都合”で出来ない出展がある。対立することもあるかもしれないが、異な
る視点の展示も大切。



P. 13

<子供たちの未来>

子供たちが安心して暮らしていければと思います。自然が大好きな子達なので、自然を残して
いってほしいと思います。できれば、増やせるといいのだけれど。

＜自然、環境、温暖化＞

自然を残したい。体に優しく、自然な食べ物が当たり前に食べられるようにしたい。

自然を大切にしたり、自然を活かした生活が出来るといい。限られた資源を有効に使って生活し
ているといい。そして何より、人間同士がもっと仲良く暮らしやすい社会であった。

＜平和＞

世界での争いもなく、飢えで苦しむ人もなくなり、世界中の人が笑って過ごせる、そんな世界に
なってほしいと思う。そのためにもまずは自分から何かやってみないといけないなと思う。

＜スロー、つながり＞

20年後は20年前のように、もう少しゆっくりした社会であってほしい。私の子供の頃は近所の付
き合いとか、社会に人々が参加するといった社会であったが、今は人と人のつながりがなくなって
きているような気がする。

＜ボーダーレス＞

国と国が自国の文化や宗教観等を尊重しながら、垣根を取り払い、グローバルに人々が行き来
し、交流を図り、いいことは自分たちの生活にも取り入れて仲良く暮らしていきたい。
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（７）－２（７）－２ 来場者の主な声来場者の主な声（内部ヒアリングより）（内部ヒアリングより）

まとめると、「楽しい」「学べる」「癒される」の相乗効果

【愛・地球博のテーマに忠実】
• ここが一番万博のテーマを表しているね。
• 愛･地球博のテーマを最も実感できる。テーマに忠実。
• 地球市民村は、愛・地球博の「魂」。（ワンガリ・マータイ氏）

【楽しい】
• いつも何かイベントをやっていて楽しい。
• 毎月、日々、新しくなるんですね。
• 様々な、「参加」や「体験」ができる。

【学べる】
• いろいろ考えさせられ、いいきっかけを頂いた。
• 生身のコミュニケーション、「対話」、「交流」がある。
• 同じ市民がこのような活動をしていることに打たれた。

【癒される・ほっとする】
• ゆっくりできて、ほっとする。くつろげる。
• 手作り感があっていい。
• 茶畑がいい。お茶のサービスはうれしい。
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想像以上だった来場者参加の「メッセージ」もの。各1万人以上が参加

「表現したい」「形に残したい」「人の役に立ちたい」など、自己表現、存在証明、などの根源的な欲求を「参加型｣
プログラムは引き出した。書くことで、自分でもはっきり意識したり決意することになり、行動変容へもつながる。

愛着「衣」生活館では、「もっと服を
大切にしようと思った」など多数

地雷廃絶のための「ちょうちょキャ
ンペーン」には、オタワ条約非加盟
国に1万以上のメッセージが。

お庭のエコロジー館では、
絶滅に瀕する生き物への
手紙がどんどん寄せられた。

グリーンマップ館では、
刺激を受けて、新しい
アイコンやエコ提案が。
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B.学校団体の評価
• 学校団体（小・中・高）には「楽しく学べる」場として大変好評で申し込み多数。

• 事前申し込み受付分の学校だけで、１５０校、１７５００人。

• 申し込みのない学校・生徒を入れると約倍の３００校、35,000人以上（推定）

17,469人１５０校合計

予定2,831人２４校9月

23人１校8月

2,087人１７校7月

6,127人５２校6月

4,930人４３校5月

1,471人１３校4月

人数事前受付数月
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学校団体の声
• 中学校の校長の礼状より

「生きた環境教育」「今そこにある地球問題」が中学生にとって具体的な形で提示
されており、他の多くが映像や非現実的な展示に終始していることを見ると、最も
心を動かされるものでした。

一過性のイベントに終わらない有意義な見学が実施できたことに重ねて御礼を
申し上げます

• 中学校1年の感想文より
地球市民村の全体の共通点は、人と自然と助け合っていることだと思います。こ
うすることによって、新しい自然が出来ていくのを見て、私は、自分もやってみた
い、新しい自然の１ページを作りたい、と思いました。そして、自分たちの国の文
化を大切にしていこうと思いました。
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C. NPO/NGOの評価
毎月末の「村の主張」や担当者のヒアリングより

• 広報効果
– 多くの一般の人々に、メッセージを伝えられた。
– 自分たちの活動や団体を知ってもらえた。
– マスコミにも取材され、団体や活動の認知・理解が促進。

• 出会い・ネットワーク
– 分野を越えた様々なNPOや人と出会えた。
– 海外パートナーとの絆が協働作業で深まった。

• 表現力・コミュニケーション力の向上
– 事前のワークショップで、一般の人々へのコミュニケーションについて

の企画力・表現力が飛躍的に向上。
– 今回「参加」「体験」「対話」を重視して作った展示やプログラムは、今

後の活動の財産に。

• 人と組織のエンパワメント
– スタッフ・ボランティアの成長（人材育成）
– これを機に、組織の再確認や活性化。

• 事後の展開(→別紙：地球市民村からの展開）

– 事後、様々な出会いや引き合いから、新たな展開へ。
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D.D.マスコミの評価マスコミの評価

• 開幕当初は同情を含め、取材・問合せ件数は多数。

• 新聞報道記事件数：群を抜く６０６件
• 好評の理由：ネタが多い（多くのパビリオンはコンテンツが変わらない）

– 多彩な活動分野のNPO/NGOが月替わりで出展
– 自然・環境・国際協力や「持続可能性」というテーマ性
– 様々な催事、茶畑や自然食レストランや寝転びシアターなどの憩い

の空間、

• 媒体露出の切り口の特徴は、
– 団体取材（団体プログラム・活動）
– 人物取材（ホスト、海外パートナー、著名来訪者）
– 催事
– 博覧会のなかでの位置付け

• 新聞だけでなく、テレビ、ラジオなどの取材も相次ぐ


